
めぇでるの「ワクわくアトリエ」の講師、石川県珠洲市在住の岡﨑洋児先生の安否に関しまして、地

震発生後すぐ、めぇでる卒業生をはじめ多くの方々からご連絡をいただきました。皆さまの暖かい

お気持ちに感謝いたします。本当にありがとうございました。 

 

「令和 6年能登半島地震」岡﨑先生体験記（聞き手・文 横山茂樹） 

～地震発生から九死に一生を得た貴重な記録～ 

 

2024年正月元日、新しい年を寿ぐ日に、最大震度７の地震が能登半島のほぼ全域を襲ったのでし

た。その瞬間の 16時 10分岡﨑夫妻と飼い猫一匹は在宅で被災したそうです。 

2022 年６月に震度６強、半年前の 2023 年５月の震度６強の度重なる地震で、ご自宅は中規模

半壊と判定されていて、次に同等の地震に見舞われたら倒壊すると言われていたそうです。そのた

め、常日頃から警戒しながら、仕事はより安全な 2階を使っていたとのことです。 

岡﨑先生のご自宅に限らず、珠洲市の多くの家屋は耐震構造ではない古い作りで、今までの地震

で傾斜し傷ついていた家屋も少なくなかったようです。 

以下、岡﨑先生から聞き取った、地震発生直後からの様子をお伝えします。 

 

『元日からパソコンを使って 2 階の部屋で仕事をしていた時、震度７の地震が来ました。座って

いた椅子やパソコン諸共部屋の反対側の壁まで飛ばされ、棚から物が落下してきてあっと言う間に

身動きできなくなりました。やっとの思いで部屋の出口まで行きドアを開けようとしましたが開け

ることが出来ず、窓からの脱出に切り替え窓側まで来た時、再度大きな地震が来ました。窓の外を見

ると斜向かいの家が崩れ落ち、ぺちゃんこになっていて、更に隣の家がこちら側に崩れてくるのが

見えて、その瞬間、命の終わりを覚悟しました。 

幸い妻の弘美と近所の方達が窓に梯子を掛けてくれ、余震が続く中、倒れかけた家から脱出する

ことが出来ました。妻は 1 階におり、左手親指を骨折して重傷ではありましたが、家の角の土台の

割れ目から裸足で何とか家から出ることができていました。  

20 分に 1 度位の余震がある中、飼い猫もいたので集団避難所に入らず、寒さ避けの毛布を貰い車

中泊する事になりました。車中泊を決めた後、その日のうちに妻の骨折の治療のため救急外来に向

かいました。地震で生じた道路の穴におちそうになったこともありましたが、昨年 9 月に 4 輪駆動

車に乗り換えていたので何とか無事に救急外来に着き、治療を受けることができました。 

1 日目夜は、無事だった妻所有の車の中で、道の駅の駐車場で観光客や町の人たちと一緒に車中泊

をしました。ガソリンは万一に備えて満タンにしてありましたが、今後のことも考えてできるだけ

使わず、寒くはありましたが、支給された毛布が意外？に暖かく、無事一夜を過ごしました。その道

の駅で一番困ったのはトイレの不衛生なことでした。水も流せなくなっているので、あのきれいで

清潔だったトイレが見るも無残なものになっていました。しかしそれはもちろん、誰が悪いわけで

もありません。（横山 注：以前岡﨑家を訪問した時に、その道の駅のトイレを使い大変好印象でし

た。）次の日は、車で自宅に帰って、危険ではありましたが自宅のトイレを使いました。  

 

自宅のほかに絵を描いたり保管したりするためのアトリエと呼ぶ建物が海岸近くにあります。そ

ちらは屋根が落ち、おそらく全壊状態。作品等にはボランティアの方がブルーシートをかけてくだ



さっていましたが、県立美術館に納める予定の 4 点も納められる状態ではないのではないでしょう

か。（横山 注：岡﨑先生の画家人生において、大変な損害です。）大きなプリンターや新しい作品の

ための額縁等全て駄目だと思うと、いたたまれません。  

 

今回の地震で断水・停電・電話・道路などのインフラが全て絶たれた状態で、特に携帯電話が繋が

らないというのは、余計な心配や不安を与える事になり、困惑しました。私たち夫婦が契約していた

会社以外の携帯は比較的早くから通話できたようでしたが、私たちの携帯はなかなか通話ができる

ようにならず、８日になってようやく京都在住の息子との連絡を取ることができました。 

息子と連絡が取れた翌日には、早速、京都へ行くことになりました。公共の交通手段は使えず、車

での移動でしたが、その行程は壮絶でした。洗濯板のような悪路が続く中、一歩間違うと思わぬ方向

にハンドルを取られ、前に進めなくなる状態で、８２歳にもなる私、そして妻と愛猫ミトンの２人と

１匹の家族が、通常約６時間で行けるところを１２時間近くかけての「冒険旅行」だったといえると

思います。金沢に住んでいる大工の従兄弟が、震災後すぐ飛んで来てくれ、珠洲市から金沢までの道

路状況の情報をくれたことは大変助かりました。 

1 月９日午後９時過ぎ、息子が近年購入した３階建ての自宅にやっと無事到着しました。息子が真

新しい寝具と、手作りのカレーライスで歓迎し労をねぎらってくれました。 

 

1 月 2 日から 1 月 9 日の京都への出発時までお世話になった親戚の家にはお礼の言葉もありませ

ん。水道もトイレも使えない中で、8 日間生きていけたのは、耐震設計がしっかりされていた家に住

んでいたこの親戚のお陰です。感謝感謝です。 

家の２階からの脱出や、親戚での避難の日々、多くの人に助けていただいて今日の私たち家族が

あります。  

 

今振り返って、皆さまにもぜひお伝えしたいことは、スマホはもちろん、モバイルバッテリー、そ

して車の鍵と手回し充電のできるラジオは常に身近に置いておくべきだということです。非常時に

最低限必要なものだと痛感したからです。 

 

地震が起こってすぐ、多くの方からご連絡をいただきました。本当にありがとうございました。今

後のことがはっきりしましたら、ご連絡いただいた方にはご報告したいと思っております。』 

 

 

京都についてから、長時間の車移動のせいで肋骨から胸まで筋肉がつってしまったそうです。移

動途中でつっていたら大事になるところでした。 

京都在住の息子さんは、国立大学の大学院を卒業、Ｎ天堂に入社し１０年、コンピュータネットワ

ーク関連の仕事をバリバリやっておられます。以前その仕事ぶりが会社のホームページに紹介され

ていました。頼もしい限りです。  

尚、奥様の左手親指の骨折は、聞き取りを行った 1 月 27 日には抜糸も済み、順調に回復されて

いるとのことでした。  

 

以上 

 


